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専門室だより

ライブラリ室だより
一並列計算機とはなんぞや?I

今年1月に新登場したFUJITSUVPP700/56ですが,もうご利用いただいているでしょうか?

このVPP700はベクトル並列型スーパーコンピューターだということですが,さて並列計算機とは一体

どんなもの?

私のようにコンピューターを主にネットワーク箱1として使用している人には,あまりビンとこないので

はないでしょうか.そんな老婆心から今回のライブラリ室だよりは, 「あんまりよくわからない人が読

む並列計算機」といった内容にしてみました.

我がセンターで初めて並列計算機(その名もCM5)が正式に運用されたのは,実は2年も前の平成

7年の4月1日のことでした.そのときCM5はどのように紹介されているのでしょう.

センターニュースNo.517によると「CM5は,次世代のスーパーコンピューター・アーキテクチャの候

補のひとつとして有力である分散メモリ型の並列計算機です」とあります.また広報Vol.29 N0.3の編

集後記で,ある若い助手(といっても同い年)が,ヒマをもてあましているCM5を心配して利用を促

す紹介を以下のような4項目(しかも見事な起承転結)でまとめています.

(並列プログラミングが出来る)

《プログラムによっては速くなる》

〈プログラム支援用のGU Iがある〉

(人が少ないので使い放題である)

便利な数値計算ライブラリや並列プログラムのデバッグをおこなうツールがあり,英語のマニュアルを

読んでC*言語やCM-Fortranを駆使すれば,あなたも倒錯した世界2に行けるということのようです.

そもそも並列で計算という考え方は,いつごろからあったのでしょう. 「コンピュータの構成と設

計3」という本によると紺Iynn3は1966年にコンピューターを分類する筒単なモデルを提案した≫そ

うで,この中に並列計算型の原型があります.

1.単一命令流・単一データ流

2.単一命令流・複数データ流

3.複数命令流・単一データ流

4.複数命令流・複数データ流

この4つがFlynnさんの考えたモデルです.現在センターにあるVPP700は,この4のタイプです

(ただし2のタイプも扱えます).この「命令流」とか「データ流」という表現がいまいちピンとこな

い人は「命令流」を「作業」に, 「データ流」を「ベルトコンベア」に置き換えてみましょう.例えば

このように

4.複数作業・複数ベルトコンベア

1メールのやりとりや,面白いホームページを覗いてます.おや,アナタも?

2夢野久作が書く世界のようなもんでし・1うか.

3ジョン.L.ヘネシー,デイビッド.A.パターソン著,成田光彰訳,日経BP社, 1996年発行

4Michael J.Flynn,現スタンフォード大学電気工学教授.おちゃめな顔写真付きホームページを見たい方は

http://umunhuin.stan ford.edu/people/flvnn.htmlへどうぞ.
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専門室だより

なんだか工場の壁に貼ってありそうな文句になりましたが,少しわかりやすくなったのではないで

しょうか?

これまで我がセンターのスーパーコンピューターは,ベルトコンベア自体が基本的に一つしかありま

せんでした.そのベルトコンベアの流れにのって,順次いろいろな作業がおこなわれていたのです.

ところがVPP700では,沢山のベルトコンベアでそれぞれ異なった製品を作り,部品として完成したも

のを観み合わせることによって最終的に一つのモノを作りあげることになります.このような工夫は普

段の生活の中でも自然にやっている合理的方法ですね.

ただそこには落し穴が存在します.処理を下手に分散し過ぎると,合理的どころか逆に時間ばかりが

かかってしまいます.ここが並列プログラミングのミソ5だと言えるでしょう.並列計算機を有効に利用

するには,やはりちょっとしたテクニックが必要になるのです.

さて世の中のものすべてに賛否があるように,この並列計算機に対しても賞賛派と懐疑派がありま

す.賞賛派の主な意見は,先ほどもふれたように

[うまくプログラミングすると合理的で短時間に計算ができる]ということと,

[単一頭脳の処理速度はそろそろ限界だろうから,これからは頭脳の個数を増やす方向に転換したほう

がいい]というものです.

これに対しで慎疑派は

[処理を分散したり結合することによってロスがでて.頭脳の個数分速くなるというわけではないから.

わざわざ面倒くさいプログラミングをしてまでは使いたくない]とか

[単一頭脳の性能はまだまだ向上しているので,あきらめるのは早い]という意見をもっています.

このほかにも利用者の皆さんにはあまり関係ない話ですが,金銭的な問題として

[超高性能の頭脳(もちろん超高値)を一つ買うより,少々性能は劣ってもそこそこの頭脳を複数購入

し有効に利用することによって処理速度はほぼ同じになるので,結果的に安くあがる]というのに対し

[複数の頭脳を購入すれば,物理的な空間や光熱費,ケーブル等が単一頭脳を設置する時より多く必要

になり,結果的に安くあがらない]という反論もあります.

それぞれの言い分に,思わずフムフムと納得してしまいそうですが,皆さんはどう考えるでしょう

か?センターにせっかく.並列計算機があるのですから,実際に使い心地を試してみるのが一番でしょ

う. 「あんまりよくわからない人が読む-～」と言っておきながらちょっと無茶かもしれませんが,あ

えてここで『お試しあれ』と言って終りにしようと思います.　　　　　　　(ナオコ)

*rサfet7}3 t^ vH　　型四や同

これも流れ作業?

5某プロ相月によるとプログラムには,美しくないもの,ねちっこいものなどセンスの悪いものがあるそうです.

プログラマーの人間性でしょうか?ちなみに私は,ひねりのない直球勝負型のプログラムをかきます.
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